
14: 58 日本 心臓血管外科学会雑誌 14巻1号 (1984)

A-I-29 急性下 肢静脈血栓症 に対す る治 療方法 の選択
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下肢 の急性静脈血栓症は浮腫や疼痛のみでな く,時 に

は壊死や肺塞栓な ど重 篤な状態を きたす ことが ある.治

療方法 として血栓摘除術,抗 血栓療法が行なわ れている

が依然 と して 問題点 は多い.今 回,治 療方法の選 択に関

して,過 去10年 間の急性下肢静脈血栓症を対象 として

検討 した ので報告す る.

表1 Thrambectomy Conservative

対象 ならびに方法

1973年 よ り1982年 まで 当科にて 入院加療を行 った

急性下 肢静脈血 栓症43例 を対象 とした.急 性の定義 は

突然の発 症か ら入 院まで1ヵ 月以内の もの とした.下 肢

静脈血栓症の診断 は身体所見,静 脈造影,核 医学的検 査

にて行 った.年 令は22才 ～81才,平 均55.0才 であ り,

性別では男性18人,女 性25人 であ った.罹 患肢は左

表2 Thrombectomy Conservative

表3 Thrombectomy Conservative
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下肢33例,右 下肢7例,両 下肢3例 であ った.静 脈血

栓 の原因は外傷9例,術 後8例,薬 剤に よるもの1例,

妊娠1例,長 期臥床3例,そ の他21例 であ った.血 栓

摘 除術はFogarty catheter, milkingに て行い,ま た保

存的治療お よび術後補助療法 は主 と して,ヘ パ リン→ ワ

ーファ リン,ウ ロキナーゼを用いた.

結 果

血栓摘除術 を33症 例に施行 し,残 り10例 に対 して

は保存的治療 のみを施行 した.年 令,性 別,罹 患肢,原

因に よって,治 療方法に差異はなか った(表1).発 症

よ り治 療までの 期 間は 血栓摘除群で12時 間～23日,

平均6.7日,保 存的治療群で1日 ～30日,平 在16.9

日であ り,血 栓摘除群において有意に短期 間であった.

罹患肢 のcyanosis and coldnessを 呈 した ものは11例

であ り,う ち10例 に 血栓摘除術を施行 した(表2).

治 療効果 を 比較す ると,疹 痛は血栓摘除群33例 中18

例,保 存的治療群10例 中4例 に認めたが,全 例で消失

した.浮 腫 は 全症例に 認めたが,血 栓摘除群33例 中

31例,保 存的治療群10例 中10例 に そ の軽減ない し

消失をみた.浮 腫 の軽快 しなか った2例 は,子 宮癌術後

症例 で発症後20日 を経て血栓摘除術を施行 した症例 と,

外傷後 の静脈血栓でcyanosis and coldnessを 呈 し発症

後5日 目に血栓摘 除術 を施行 した症例であ った.全 症例

の うちで,壊 死に陥い るな ど悪化 した症例 はなか った.

合併症は血栓摘 除群において肺塞栓2例,血 腫,出 血2

例,創 感染1例 に認めた.肺 塞栓の1例 は血栓摘除術後

より存在 し,他 の1例 は血栓摘 除術後に生 じた.い ずれ

の合併症 も軽快,治 癒 して いる.静 脈血栓 の再発 は血栓

摘除群にて1例,保 存的治療 群にて2例 に認め,う ち,

2例 には血栓摘除術,1例 は保存的治療 を行い,い ずれ

も軽快 した(表3).

考察な らびに結 語

Phlegmasia cerulea dolensを きた した 急 性静脈血栓

症は壊死に陥 る率が 高 く,合 併症 も多い とされ,早 急な

処置が必要 とされ る.ま た,静 脈血栓は1～2週 間にて

器質化 し,血 栓摘除術 は困難 とな る.当 科では治 療方法

の原則 として,cyanosis and coldnessを 呈 した症例に

は血栓摘 除術 を施行 し,ま た,発 症後2週 間を経 た症例

には保 存的 に抗血栓療法を施行 して きたが,と もに良好

な成績 であった.
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